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ヴァヌアツにおける政治状況の現代的位相
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I 独立以降の政党の動向

II トンゴア島における政治をめくる状況

おわりに

はじめに

一ー独立期の政治状況ー—

本稿では，南太、ド洋の新典独立国であるヴァ

ヌアツ共和国 (Republicof Vanuatu)の政治状況

の現在について論じる。

ヴァヌアツは， 1980年の独立以前は英仏共同

統治領ニューヘプリデス (NewHebrides)とし

て知られた。そして，この英仏共同統治領とい

ぅ．世界的にみても特殊な統治形態が独立以降

のヴァヌアツの政治状況に深い影響を与えてき

たという議論が．オセアニア地域研究者をはじ

めとする研究者に共付されてきた認識である。

とりわけ， 大多数の研究者が「英語系 (anglo-

phone)ヴァヌアツ人と仏語系 (francophone)ヴ

アヌアツ人」という，言語に依拠したこ項対立

的図式でヴァヌアツの政治をめぐる状況を捉え

てきた田 1)。本論に人る前に，以下ではそうし

た捉え方が生まれてきた背景について触れてお

きたし％

ヴァヌアツは198(）年の独立まで約80年間．英
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仏両国によって統治されてきた。両国は第2次

大戦以降，先住民であるメラネシア人たちの教

育，特に初等教育に力を入れはじめた。それま

での初等教育は，ヴァヌアツ各地に展開してい

たキリスト教各派が運営するミッション・スク

ールによって担われていたか，英仏両植民地政

府はこうした既存のミッション・スクールとの

提携をはかりつつも，一方では独力で，各地に

学校を設四した。しかし，両植民地政府は各々

が別々にこれを行ったため，英政府が設置した

学校では英語で，仏政府か設置した学校では仏

語で教育が行われた。その結果，メラネシア人

たちは，彼らが教育を受けた学校の使用言語に

よって，英語系ウァヌアツ人または仏語系ヴァ

ヌアツ人といわれるようになったのである。

また，英語系と仏語系の成り立ちには，人々

が受容した宗教も深く関わる。

現在ヴァヌアツに最も広く浸透している宗教

はキリスト教であり．人口の約90％かその信徒

と百われる。このなかで中核を占めるのが，長

老派教会(Presbyterian)，英国国教会(Anglican),

カトリック教会 (Catholic)の3宗派である。こ

れらのうち，前＿；者はオーストラリアやニュー

ジーランドといった英語系諸国から．後者は仏

領植民地であったニューカレドニアから布教さ

れた(ij-il。これらの各宗派が運営するミッショ
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図 1 ヴァヌアツ共和国
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ったニューヘプリデス国民党 (TheNew Hebri-

des National Party,以下国民党と表記）を結成

した。彼らは，白人プランテーション経営者た

ちかメラネシア人の上地を一方的に収奪してい

る状況を， 白人によるメラネシア人の権利抑圧

16― 

の象徴としてとらえ，権利回復のための独立運

動を展開した。国民党の指導者たちに特徴的で

あったのは，彼らの多くか英語で教育を受け，

長老派や英国国教会の牧師や神父なであったこ

とである。例えば，初代首相のリニはニュージ

ーランドで教育を受け，英国国教会の牧師であ

った。
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これに対して国民党の主張に脅威を感じた白

人プランテーションの経営者たちは，国民党結

成直後の1971年12月に，ポートヴィラで UPNH

(Union de la Population des Nouvelles-Hebrides) 

を結成する。 この政党は主にフランス人を中心

とする白人プランテーション経営者やピジネス

マンによって構成され，英仏共同統治領政府の

存続を訴えた。 しかし彼らは，国民党と対峙す

るためにはメラネシア人たちの支持が必要であ

ン・スクールや布教基地では，長老派や英国国

教会の場合は英語が， カトリックの場合は仏語

が使われた。 このため，受容した地域によって

英語または仏語が，別々に使用されるようにな

っていった。

こうした英語系と仏語系という区分がヴァヌ

アツの政治をめぐる状況の中で顕在化したのが．

独立をめぐる一連の政治的潮流においてであ

る国3)0 

1971年8月，後にヴァヌアツの初代首相とな

るウォルタ ・リニ (WalterLini)や2代目首相

となるドナルド・カルポカス (DonaldKalpokas) 

らは． ニューヘプリデスでは初めての政党とな

ることを痛感し， しだいに仏語で教育を受けた

--部のメラネシア人たちに接近する。 一方，国

民党が英語系メラネシア人の利益のみを追求し

ているとみていた仏語系メラネシア人たちも，

彼らと接触するようになる。 こうして1974年に。

UPNHを母体としてこれに仏語系メラネシア

人が加わり UCNH(Union des Communautes 

des N ouvelles-Hebrides)とし入う政党か生まれ

たぼ 4)。UCNHは独

国民党と基本的に＾致しているか， 1977年の早

期独立を主張する国民党に対して，

80年以降の独立をt張した。

また，

を求めるという点では

UCNHは

UCNHの結成と同じ1974年に會 サン
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ト島でフランス人のプランテーション経営者な

どが中心となって MANH(Mouvement Autono-

miste des N ouvelles-Hebrides)が結成された。

この政党は， UPNHに参加していた保守的な

白人ビジネスマンなども取り込み，サント島の

仏領残存を主張した。

以上にみてきた英仏両政治鈎力のうち， 1977

年に党名をヴァヌアアク党 (Vanua'akuPati,以

fVPと表記）に変えた国民党と MANHは，

1980年の独立の際にサントで勃発した暴動にお

いて激しくぶつかりあった。サントでは，キリ

スト教を含めた一切の西欧文化を排し伝統文

化の世界を再構築しようとするナグリアメル

(Nagriamel)という組織か，キリスト教を独立

後の国づくりの支柱にしようとしていた VPに

反発し，彼ら主導の独立とは別の選択肢を模索

していたげ5）。こうしたなか，反 VPにおいて

利害の一致する MANHがこの組織の活動を支

援したのである。ナグリアメルの活動は1980年

のヴァヌアツ独立の際に分離独立を求める暴動

へと発展していったか，これに対して新生ヴァ

ヌアツ政府は，パプアニューキニア政府に軍隊

の派遣を要請し，ナグリアメルとそれを支援す

る勢力による暴動を鎮圧した。ナグリアメルの

指導者は投獄され， MANH指導部のフランス

人などは国外退去処分，あるいはヴァヌアッヘ

の入国禁止処分となった。

以上のような1970年代の独吃運動，および独

立または分離独立をめくる動向から，英語系と

仏語系という二項対立的図式によってヴァヌア

ツの政治を捉える見方が生まれてきた。すなわ

ち，英語系の人々を代表する VPと， これに対

抗する勢力で仏語系の人々を代表する MANH

やUCNHという捉え方である。さらに，サン

"'’’’‘,．’'”’^'“`'＂"’“"“`’’’‘ヽ．．，，研究ノート，9 ＇’’’”砂 9,99’’'＂’’’→””'し A"“’’"•ヘ

トでの暴動が契機となって，これに直接関与し

なかった UCNHをはじめとする仏語系の人々

が参加するさまざまな政党の間に連帯感が生ま

れていった。そして， 1981年にこれらは UMP

(Union of Moderate Parties)を結成するに至る。

これにより，英語系と仏語系という区分による

ヴァヌアツの政治状況の捉え方は確固たるもの

となっていったのである。

本稿の目的は，以上にみてきたヴァヌアツの

政治を捉える枠組み，すなわち，英語系と仏語

系という二項対立的な捉え方の妥当性について

あらためて検討を加えることである。具体的に

は，英語で教育をうけたヴァヌアツ人（英語系

ヴァヌアツ人）は英語系が構成する VPなどの

政党を支持し，仏語で教育をうけたヴァヌアッ

人（仏語系ヴァヌアツ人）は仏語系が構成する

UMPなどの政党を支持するといった言語のち

がいに依拠した認識枠組みが，独立後16年余り

を経た現在のヴァヌアツの政治状況を捉える際

に， どの程度の妥当性をもっているのかを検証

するヘ

これまでのヴァヌアツの政治状況に関する研

究ては，先に述べたナグリアメルによる分離独

立の動きを中心とする独立初期の政治状況を扱

った研究に多くの蓄積がみられる旧6)。これに

対して，特に1990年代以降の政治状況に関す

る研究は，時事的な報告を除くと皆無に等し

ぃぼ7)。こうしたなか，最近になって主だった

現役の政治家多数を執筆陣に加えたヴァヌアッ

0)現代政治に関する著書か出版された旧 8)。こ

れは，独立運動期から1993年までの諸政党の動

きを押さえるとともに，現役の各政党幹部によ

る各党の指針や政策に関する論文，独立以降の

全国会議員選挙における各党の島別得票率とそ
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れについての解説を内容とする論文を所収し，

ヴァヌアツの現代政治を知る上では格好の好著

となっている。

ただ，この著書を含めてこれまでのヴァヌア

ツの政治を論じた研究では，国政のレベルに焦

点が当てられて議論が行われており，こうした

いわゆるマクロなレベルに対置されるミクロな

レベル，例えば地方の集落などにおける一般の

人々の政党観や投票行動などはほとんど取り扱

われていないという共通点がある。上述の著書

にしても，扱う対象のスケールを島単位にまで絞

っていながら，そこにおける政党あるいは政治

家からみた政治状況の論説に終始し，集落の人

々がどのような政党観をもち，どのような考え

に基づいて投票行動をとっているのかという分

析を期待する者にとっては，物足りなさが残る。

こうした研究動向に鑑み，本稿では，前述の

目的にアプローチしていくために二つのレベル

において扱う対象を射程に人れることにしたいc

一つは，いわばマクロのレベルともいえる国政

レベルにおける政党の活動状況であり， もう一

つは，これまでの先行研究が扱ってこなかった

ミクロのレベル，すなわち地方の集落における

人々の投票行動である。

こうしたマクロとミクロの二つのレベルを対

象として議論を行っていくうえで，本稿は次の

ような構成をとる。まず第 I節で．文献資料に

よりつつ， 1980年代後半から96年初頭までの各

党の動向を概観する。次に第II節で，ヴァヌア

ツ中部に位置するトンゴア (Tongoa)島を対象

として取り上げ，特に1995年11月に行われた第

4回国会議員選挙における人々の政治への関わ

り方についてみる旧い。その際， トンゴア島の

人々を，各党の島における末端組織のメンバー

28 

となっている人々とそれ以外の人々の2つのグ

ループに分けて考察を行う。そして，最後に若

干の結論と展望を述べ，本稿を締めくくる。

なお，本稿で提示する資料は，青年海外協力

隊から派遣されてヴァヌアツに滞在していた

1991年4月から93年4月までの2年間に主に首

都のポートヴィラで収集したものと， 1995年4

月から96年4月までの 1年間にトンゴア島で収

集したものである (iH0)0

(it 1) 例えば．次の研究なとが該当するものとして

挙けられよう。 H.Van Trease, "The Colonial Ori-

gins of Vanuatu Politics," in Melanesian Politics: 

Stael blong Vanuatu, ed. H. Van Trease (Christ-

church and Suva: Macmillan Brown Centre for Pa-

cific Studies, University of Canterbury and Institute 

of Pacific Studies, University of the South Pacific, 

1995)/J.V. MacCiancy, "Current Developments in 

the Pacific: Vanuatu Since Independence, 1980-

1983," The Journal of Pacific History, vol.19, no.2, 

April 1984. 

また，次の研究にも二項対立的図式に依拠した捉え方

を見いたすことができる。江戸淳-fIオセアニアの国家

統合の品形態」（清水昭俊•吉岡政徳編『オセアニア③

近代に生きる』東京大学出版会 1993年）／小柏葉子「メ

ラネシア・サプリージョナリズムの形成」（熊谷圭知・

塩田光喜編『マタンギ・パシフィカ：太平洋島嶼国の政

治・社会変動』アジア経済研究所 1994年）。

直 2) 各宗派の布教活動の歴史については，例えば

次り）研究などを参照。 R.Adams, In the Land o/Stran-

ge,:,: A Century of European Contact with Tanna, 

1114-1814 (Canberra: Australian National Univer-

sily, 1984/J . Bonnemaison, The Tree and the 

Canoe: History and Ethnogeography of Tanna (Ho-

nolulu: University of Hawaii Press, 1994)/M. 

Spriggs, "A School in Every District: The Cultural 

Geography of Conversion on Aneityum, Southern 

Vanuatu." The Journal of Pacific History, vol.20, no. 

1. Jan. 1985／白川千尋「ある艮老派教会エルダーの活

動：ヴァヌアツにおけるメラネシアン・ウェイの様相j

（『アシア経済』第37巻第2号 199ti年2月） C
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（注3) 独立期の政治的動向については，例えば次の

研究を参照。 VanTrease, "The Colonial Origins... 

/K.M. Kele-Kele, et al., New Hebガdes:The Roard 

to Independence (Suva: Institute of Pacific Studies、

University of the South Pacific, 1977). 

（注4) UCNHに参加した主たったメラネシア人に

は，ヴァヌアツの3代目大統領となるシャン・マリー・

レイエ (Jean-MarieLeye)や， 後にタン・ユニオン

(Tan-Union)を結成するヴァンサン・プレコン (Vincent

Boulekone)などがいた。

（注5) このナグリアメルとその活動理念， さらにサ

ントの暴動とその詳細に関しては，次の研究を参照。 J.

Beasant, The Santo Rebellion, An I加択riaiRel•Kon 

ing (Honolulu: University of Hawaii Press. 1984) 

／吉岡政徳 1ナグリアメル運動：ヴァヌアツ独立前夜．．

（須藤健...•山F晋川・古岡政徳編『歴史の中の社会』

弘文堂 1988年）。

（注6) （注 l)，（注3), （注5)で触れたも 0)以外

には，例えば次の論考などがあるc W. Lini, Beyond 

Pandemonium: From the New Hゆride、ヽtoVanuatu 

(Wellington: Asia Pacific Books, 1980)/B. Mac-

donald-Milne and P. Thomas eds.. Yzani Stanap. 

Leaders and Leadership in a Neu・ Nation (Suva: 

Institute of Pacific Studies, University of the South 

Pacific, 1981). 

（注 7) 時巾的な報告に関しては，学術品ては例えは

Th(, （,、（)ntcmporary• Pacij,1•c (Center for Pacific Island 

Studies & University of Hawaii Press) O) Political 

Reviewsの項にヴァヌアツの政治動向が各年ことに整

理されて掲載されるほか' -般誌．ては例えは Paofi1

Island Monthlyなどに最新の品市が頻繁に掲載される戸

（注8) Van Trease ed., Melanesian Politics.. 

なお，こ0)丼内でも，多くの部分で従来0)パ点の差異9こ

よる：項対立的図式に基づいて議論か行われている，

（注9) ヴァヌアツでは，独立以降これよでに1983年，

87年， 91年， 95年と 4年に 1度ずつ，＂t4|9りの国会議員

選学が行われていな国会は伶袖Ilてあり，全国に15あ

る選挙区から選はれたf>0人の議員によって構成されるc

（注l(）) ポートヴィラでは， i：に1卯l．年の第3回国会

議且選挙の時期に，選挙に関する文献資料0)収集や各党

の選挙キャンペーンの見聞なとを…t体とした，凋付をりっ
た。 また， トンゴア島では，後出するイタクマ (ltaku-

ma)という相落に住み込んて人類学的調令を行うなか

て， 1！)95il.0)選学に閃する調査を打ったc

研究ノート，’＂ 9、,,"”i,，．9叫⑲叫、J

I 独立以降の政党の動向

1 ・ 独立以降1991年まで(itl)

すでにみたような独立期の政治的動向を受け

て， 1980年代前半には VPとUMPという 2つ

の政党がヴァヌアツ政治のキャスティング・ボー

ドを握っていた。この時期には，英語系のヴァヌ

アツ人を代表する VPと仏語系のヴァヌアツ人を

代表する UMPという二項対立的な図式に基づ

＜捉え方は，国政レベルの政治状況を把握する

うえで妥当なものてあったと言えよう。しかしな

かふ 1980年代後半に入ると，この二大政党によ

る政治地図は崩れ始める。その端緒となったの

が1988年に表面化した VP の内紛であったけi•2) 。

1987年2月，当時首相て VPの党首でもあっ

たリニは脳卒中で倒れ，首相および党首として

の職務を遂行することか困難になる。この時，

それまて独立以来政府と党のリーダーシップを

とってきたリニの後継者をめぐる問題が現実的

に急浮tしてきた。そのなかで，後継者として

最有力視されたのが党の幹事長であったバラッ

ク・ソへ (BarakSope)であった。このソペに

目をつけた野党 UMPのマキシム・カロ・コー

ルマン 0¥faximeCarlot Korman)は，彼に UMP

か画策していたリニ首相に対する不信任投票に

参加するよう持ちかける。投票は1988年 3月に

あったかソペは結局これに参加せず，この案は

否決されたぐしかし，こうした動向が発端とな

って， ソペとリニのリーダーシップをめぐる確

執か表面化し始める。

・人の確執ぱ， 1988年 5月に起きた出来事に

おいて決定的となった。病いから徐々に回復し

つつあり自らのリーダーシップを自負するリニ
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は．ソペを含む組織幹部が資金の適切な運用を

怠っていたとして，ソペが1981年より議長の任

にあった VULCAN(Vila Urban Land Corpo-

ration)という首都の国有地管理組織を解体す

る。これに対してソペは， VULCANの解体か

リニの独断で行われたとして．首都でリニとそ

の政府に対する抗議集会を組織した。抗議集会

では参加者が暴徒化して商店街で略奪を行い，

死者が出る惨事となった。これを受けて， リニ

は当時閣僚であったソペを解任する。逆にソペ

は，彼に同調する 4人の VP国会議員や UMP

と連携して， リニ政府に対する不信任案を国会

に提出すると表明した。 結局． ソペと 4人の

VP議員は， 1988年10月に VPから離脱して

MPP (Melanesian Progressive Party)とし)う新

党を結成する。

こうしたソペとリニをめぐる対立は，ソヘを

支持する当時の大統領ジョージ・ソコマヌ (Ge

orge Sokomanu)が， 1988年12月にリニ政府の

合意なしにソペを首相，コールマンを副首相と

する臨時政府を発足させると宜五したことて頂

点に達した。しかし， リニは彼らを反逆罪で逮

捕し，事態は収拾した。

以上の1988年のリニとソペをめぐる対立によ

って，英語系ヴァヌアツ人の政党の代表とみな

されていた VPは分裂した。しかし，この"-連

の動きの中で浮tしたのは，英語系と仏語系と

いう対屯ではなく，政治家の出身地に基づく対

立であった旧3)。ソペはソコマヌやコールマン

と連携する形でリニに対抗したが，彼らに共通

したのは，いずれの出身地も首都のあるエファ

テ (Efate)島であったということである，」特に

ソペは，ソコマヌやコールマンを含む自らのグ

ループを，エファテ島出身者を意味するマン・
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エファテ (manEfate,エファテ島民の意）という

語で一括りにし，同じマン・エファテで VPの

有力議員であったカルポカスやジミー・メト・

チリア (JimmyMeto Chilia)に彼らのグループ

への参画を求めたい中 4)0

たたし，こうした動向を捉えるうえで注意し

なければならないのは，このソペとリニの陣営

が，現実的には必すしも，厳密な形でマン・エ

ファテとそれ以外の人々に各々対応しているわ

けではなかったことてある。例えば，ソペとと

もに MPPを結成した 4人の VP議員は，それ

ぞれバンクス (Banks)諸島，ペンテコスト (Pen皿

tecost)島，マレクラ ('.vfalekula)島，エピ (Epi)

島の出身であり，マン・エファテではなかった。

また， リニのグループには， ソペに参画を求め

られなからリニのグループに留まったマン・エ

ファテのカルボカスやチリアといったh^力議員

かいた。したかって，マン・エファテとそれ以

外の人々という二項対立的な捉え方は， ソペが

リニに対抗するために用いた操作的な概念であ

ったとも考えることかてきる。

さて，こうした英語系政党の分裂に対して，

仏語系の政党とみなされていた UMPも安泰で

あったわけではない。ソペとリニの対立が表面

化した1988年，ヴァンサン・ブレコンとガエタ

ノ・プレワク (GaetanoRulewak)とし)う 2人の

ヘンテコスト島出身の国会議員が UMPから離

れ，タン・ユニオンという政党を結成した。彼

らは， 1988年3月に UMPがソペと組んてリニ

付相に対するが信任案をII]決しようと画策した

とき， UMPとソヘとの間の政治理念や政策ji

針にあまりにも隔たりがあるとして，小信任投

槃に参加しなかった・,これに対して UMPは党

大会において，プレコンを党の足並みを乱した



1997010033.TIF

’’’’’’’’•9’’’’’’’’’’’’’’’"’’’’’’’.,.’’’’’’’"'‘’’’’’’’'99 9,99•9’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’‘’’’‘’’’· •9,.99, 9999’’’’’' "'’’,.,,..' ’’’’’’"'’’’’’’‘’’’’’’’’’•9,.. ., 99•9’’’’’’’’’’’’’’’’’’’‘’’’’’’’’’’’’’’99’’’’’’‘’’’’’’’’’’’’’’’’’'’"’’‘" ＇’',．,，..，..,．＇’"’’‘’’’’’’’’’’’’’’•9‘’’’’’"’’" ＇ ’’’’’’99・＇’,研究ノート・’’’’’’’’’‘’’’’’’’’’’‘"’’’"’‘’’’’‘’’’’’’’’’•9’’’’’’’

という理由で除名した。これを受けて．プレコ

ンはプレワクとともに新たな党を結成したので

ある。

以上に見てきた1980年代後半の政党の分裂の

動きは， 1990年代に人るとさらに加速する。

1990年10月に． リニは彼の個人秘書兼アドバイ

ザーで長年の親友であったグレース・モリッサ

(Grace Molisa)を，事前通告なしにその職から

解任した。これに対して，モリッサの夫であり

VPの有力議員であったセラ・モリッサ (Sela

Molisa)やカルポカスらは． リニの党運営のあ

り方を独裁的と批判し，彼への反発を強めた。

一方リニは，大臣の職にあった彼らの管轄する

省庁の一部を首相である自らの管轄下に置き．

1991年2月にはセラ・モリッサを大蔵大臣の職

から更迭する。加えて， リニは党首として，党

の要職にあったカルポカスらを解任すると発表

した。カルポカスらは．党職の解任や更迭に関

する権限は党首のリニにではなく党大会にある

とし， 1991年8月にエファテ島のメレ集落で新

たな党人事を決めるための特別党大会を行うと

宜言した。他方で， リニはこの特別党大会を無

効と断じて出席せず，同じ時期に同じエファテ

島のプルー・ホール (BlueHole)で別の党大会

を開催した。

ここにおいてリニと反リニ・グループの対立

は決定的となった。そして．反リニ・グループ

の19人の VP国会議員は． 1991年9月の国会

で野党の 5人の議員とともにリニ首相に対する

不信任案を提出した。同案は賛成者が過半数を

占めて[II決され．新たな首相としてカルポカス

が選出された（注5)。さらに．最高裁判所はリニ

のグループがVPを名乗ることを違法とし． リ

二と彼に追随する20人の議員は NUP{National 

じnitedParty)を新たに発足させたのである。

この1991年の VPをめぐる 2度目の大規模な

党分裂では，英語系の VP内で生じた出来事で

あり，英語系と仏語系という対立はなかった。

むしろ，浮上したのは，長老派と英国国教会と

いう宗派のちがいに依拠した対立という捉え方

である。こうした見方は， リニがカルポカスや

モリッサといった有力議員を次々と政府および

党の要職から解任していく中で，長老派教会の

幹部会議が公にしたコミュニケに特に表れてい

る。同会議はこのコミュニケにおいて，英国国

教会の牧師の肩書をもつリニか｀，意図的に宗派

の異なるカルポカスやモリッサといった長老派

の信徒を攻撃しているとし，こうしたリニの態

度に憂慮の念を表明している。また，カルポカ

スらも，リニは英国国教会の信徒である議員を

優遇し，長老派信徒である議員に攻撃を加えて

いると批判した。実際， リニが解任した有力議

員の中に英国国教会の信徒は見当たらなかった。

しかし， リニを支持するグループにとどまり

NUPの有カメンバーとなった議員の中には，

後に第 1次コールマン政権で副首相を務めるこ

とになるセシー・レーゲンヴァヌ (SethyRegen-

vanu)などの長老派信徒かいた。したがって，

長老派と英国国教会という宗派のちがいに依拠

した二項対立的な見方も，むしろソペが用いた

マン・エファテとそれ以外の人々の対立という

捉え方と同しように， リニに反発するグループ

とこれに連なる長老派教会が操作的に用いたと

考ることができる。

2. 1991年以降

以上にみてきた動向を背景として，独立以降

3回目の国会議員選挙が1991年に行われた。こ

の選挙で勝利したのは，独立以来野党の地位に

3I 
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甘んじていた UMPであった。 UMPの勝因と

して指摘されるのは．それまで強大な力を誇っ

ていた VPから MPPとNUPが分裂し． VP

の票がこれら 3党に分散したということてあ

る（注6)。しかし．それに加えて， UMPの選挙

キャンペーンにおける大胆な公約が人々の関心

をひきつけたことも．見逃してはならないだろ

う。 UMPの各候補は．選挙キャンペーンを行

う中で，独立以降のリニ政権を共産t義思想に

則った政権と批判し．自らの党を自由と民主十

義に基づくリベラリズムの旗手として位置つ

けた。そして．政権をとった際には，初等教育

の完全無料化．医療費の無料化．テレビ放送の

導人などの政策を実現すると公約したのであ

る闇710

こうして．コールマン率いる UMPは独立以

来初めて政権の座についたが． i義席は単独過半

数を得ることができなかったため，連立政権を

組まねばならなかった。その相手として選ばれ

たのが， リニ率いる NUPである。‘片初 UMP

とNUPによる連立政権は．その政策方針の違

いなどからすぐに崩壊するとf想されたか曹安

定した形でしばらく存続する i) だが199:~年に人

ると．連立政権ははからずも NUP党内の対立

を喫機として崩れることになったc

1992年11月． NUPの党幹部会議は曹コール

マン政権の閣僚であったオーネン・タヒ (Onneyn

Tahi)とエドワード・タピサリ (EdwardTabi-

san)の2人のNUP議員を党から除名すると発

表した。その理由は．党幹部会議が2人に対し

てそれぞれが管轄する省庁の NUP所属政務次

宜数名を更迭するよう指ぶした0)に対して鴨こ

れに従わなかったためであったいい），この出来

を機に，タヒらとリニを中心とする党幹部と
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の間の対立が表面化する。 1993年8月， リニは，

タヒらを閣僚のポストからはずすとともに，自

らが副首相の座に就くことをコールマン首相に

求めた。これを受けて同月内閣改造が行われた

か，タヒらは別の閣僚ポストに移り囀 リニには

副首相はもとより，他の閣僚ポストも与えられ

なかった。さらに， この内閣改造の際の人事に

ともなって，保健大臣であったリニの妹が更迭

されたのである。これをみたリニは， NUPは

連立政権から引き揚けると宣言し， UMPとN

UPの連立政権は終わりを告げることになった。

これに対して， NUP出身の副首相であった

レーゲンウァヌ（よ リニの引き揚け宜言は一方

的であるとして，他の NUP出身の閣僚であっ

たタヒ， タビサリ， シセル・シンカー (Cicel

Sinker)とともに内閣にとどまることを表明し

た（叶9｝。ここにおし臼~ NUPは分裂し， レーゲ

ンヴァヌら 4名は 1994年5月に PDP(People's 

Democratic Party) という新党を発足させるこ

とになった旧11)）。

以上に見てきたように， 1980年代前半にはV

Pのメンバーであった人々が VP,MPP, NUP, 

PDPという 4つの政党に分散する形となり囀

1991年以降のヴァヌアツの政党をめくる状況は

小党乱立0)色彩か濃くなっていった。小党乱立

ということは，すなわち，国会内での一党によ

る単独過半数の確保が困難になり，一党たけて

政権を維持できなくなることを意味する。した

かって, 1995年の選挙に向けて各党は他の政党

との連携を模索することとなった。

こうした動きは， 1992年という早い時期に現

実化したりこの年， VPとMPP, タン・ユニ

オン， そしてナグリアメルか統一戦線 (Unity

Front)という組織を結成した。統一戦線は，そ
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れに含まれる 4党の独立性を維持しつつも，国

会内での政策立案などでー～鼻致した意思決定を行

うとする，いわは統一会派的な組織であったc

また， この組織に特徴的であったことは，それ

まで英語系とみなされてきた VP, MPPと，

仏語系とみなされてきたタン・ユニオン，ナグ

リアメルが一堂に会したことである。

統一戦線は，選挙逍前になってナグリアメル

が UMPと手を組むことを表明して離脱したも

のの， 1995年11月に行われた第 4回国会議員選

挙で勝利した。当選した議貝数は統一戦線が

20人， UMPが17人． NUPが9人，無所属が

2人． FMP(Fren Melanesia Patilとナグリア

メルが各l人であった国II)。 他方て PDPは当

選議員を出すことができず．党首のレーゲンヴ

ァヌ以ド．タヒ，タビサ l)，シンカーなどの議

員経験者も全員落選した。

こうしたなか， 12月に人って組閣が行われた

大方のf想では選挙に勝利した統一戦線が廿然

次期政権に参加すると思われていたが，これに

反して連立政権を組んだのは UMPとNUPで

あった。新首相には UMPO)セルジュ・ボホー

ル(SergeV ohor)，副首相には NUPのリニが選

ばれ，これ以外の10の閣僚のポストは UMPが

5, NUPが4. ナグリアメルが 1という配分

になった(li:12)0

このボホール新政権は約2カ月の短命であっ

た。 1996年に人ってエイモス・アンデン (Amos

Anden)を中心とする UMPO) 6人の国会議員

が，統｀＾戦線と協力してボホール政権に対する

不信任案を国会に提出しようとした これかホ

ホール政権崩壊0)発端となった。 2月に人って

ホホールは． この不信｛壬案をめくって政局がイ<

安定化したことの責をとり，首相を辞任する，〉

研究ノート

これを受けて，国会内で過半数を占めることに

なった統、＾戦線とアンテン以I‘̂6人の UMP函

員は，前首相のコールマンを新たな首相に選ん

だ。また，副首相には統一戦線のカルポカスか，

教育柑も兼任する形でその任に就いた。これ以

外の10の閣僚ポストは，新たにナグリアメルに

代わって選挙後統一戦線に加わった FMPの議

員も含め，統一戦線が6' アンデンのグループ

が4とし)う配分になったば13)0

ところで， VPのようにこれまで大きな党分

裂を経験してこなかった UMPが分裂した背誤

にはイ道明な点が多い。アンデンらの造反は，ボ

ホールの政権および党運営におけるリーダーシ

ソプの欠如に不満を抱いたためというのが，メ

ディアを介して流れた情報であるけtl4)。一方，

首都や地方の人々の間では，ホホール政権は閣

僚の出身地に偏りかあり，この是正をアンテン

らはボホールに求めたが聞き入れられず， これ

が原因となって彼らは UMPを離脱することに

なったという話が般的に流布していた勺ilm3

いずれにせよ，こうして仏語系ウァヌアツ人0)

政党の代表とみなされていた UMPも， VP[ii) 

様に分裂することになったのである。

3. 政党の構成メンパー

さて，これまで大雑把に独立以降の各政党の

動向をみてきた。これを受けて，以下では，現

在の政党レヘルの政治動向を捉えるうえでの英

語系と仏語系という二項対立的図式の妥％件に

つしご:, 2点だけ述へることにする，

まず第 1,9!、iは，党の分裂と政党間の新たな連

携に関してである。 1980年代前半に英語系の政

党とみなされていた VPと，仏語系とみなされ

ていた UMPは，すてに見たように1995年の選

挙を経た現在、 ともに分裂してしまっている。
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こうしたなかで， VPおよび VPから分裂した

MPP, NUP, PDPを英語系諸政党， UMPお

よびUMPから分裂したタン・ユニオン，アンデ

ンらのグループを仏語系諸政党と一括すること

はできる。すなわち，党の分裂によって小党乱

立の状況に入った1990年代においても，それら

の政党はそれぞれVPとUMPを母体とする系

列に依然として分けることができ，基本的には

英語系と仏語系という図式化は可能ということ

である。しかし他方では，統一戦線の結成，第

1次コールマン政権，ボホール政権，第2次コ

ールマン政権といった連立政権の成立にみられ

るように，小党乱立の時代ゆえに， ともすれば

英語系と仏語系という具合に色分けされがちた

った諸政党が政権獲得のために手を結ぶことか

多くなってきている。こうした状況を適切に捉

えていくためには，英語系と仏語系という言語

の区分に依拠した従来の認識枠組みではとらえ

きれなくなっているのである。

2点目は，党の構成メンバーに関してである。

これについて若干立ち入った説明を加えたい。

従来， UMPは仏語系ウァヌアツ人の政党と

みなされてきた。しかし．その構成メンバーを

みると英語系も多数加わっていることが分かる。

例えば国会議員を例にとってみると， 1991年の

選挙で当選した19人の UMP議員のうち，英語

で教育を受けたのは6人であった。 1995年の選

挙で当選した17人についてみれば，そのうちの

6人が英語系の議員である。また，閣僚につい

てみても，第 1次コールマン政権の7人のUM

P出身閣僚のうち．建設大臣と大蔵大臣の2人

が英語系であった。短命に終わったポホール政

権の 6人の UMP出身閣僚についてみても，外

務大臣と商務大臣，大蔵大臣の 3人が英語系で

34 

ある。

このように，ともすると仏語系の政党とみな

されがちであったUMPにも，上に挙げたよう

な党の中枢にある人をはじめとして多くの英語

系のヴァヌアツ人が加わっているのである。ま

た，英語で教育を受けたヴァヌアツ人がUMP

に参加する傾向が， 1990年代に入ってより強ま

ってきているという指摘もある（注16)。そのため

か， 1995年の選挙キャンペーンでは， UMPは

仏語系ヴァヌアツ人の代表というアピールをほ

とんど行わず，専ら1991年の選挙で主張してい

たリベラリズムの旗手としての自らの位置づけ

をさらに強調していた（注17)。

-1J, NUPについてみると， 1991年と95年

の両選挙で当選を果たした国会議員の全てが英

語で教育を受けている。したかって，同党につ

いては，依然として英語系ヴァヌアツ人の政党

という捉え方は妥当といえるかもしれない。し

かし， NUPと同じく VPから分かれたMPPの

場合は，政党発足当時から勢力拡大のために仏

語で教育を受けた人々への浸透をはかってきた。

その象徴的事例が， 1991年の選挙の際に仏語で

教育を受けた官僚のジョルジュ・カロ (Georges

Calo)を党幹事長に据えたことである。

以上から， UMPや MPPの構成メンバーに

典型的に見られるように，英語系と仏語系とい

う言語に依拠した二項対立的図式で各政党を捉

えることの妥当性は，現在揺らぎ始めていると

いってよい。

（注 l) この項の記述は，次の研究などを参照した。

H. Van Trease, "Years of Turn叫： 1987-9I,"in 

Melanesian Politics..., ed. Van Trease八． Boul-

ekone, "Politics of Tan-Union," in Melanesian 

Politics..., ed. Van Trease /R. R. Premdas and 

J.S. Steeves, "Vanuatu: The 1987 National Election 
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and their Aftermath," The Joun叫 ofPacific History, 

vol. 24, no. I, April 1989／吉岡政徳「場によって結ひ

つく人々：ヴァヌアツにおける住民・民族・国家-（関本

照夫・船曳建夫編『国民文化が生まれる時』リプロポ

ート 1994年）。

（注2) 1980年代前半にも． トーマス・ルーベン・セ

ル (ThomasReuben Seru)やジョン・ナウパ (John

Naupa)などの国会議員がVPから離脱して各々 VIAP

(Vanuatu Independent Alliance Party), NDP (Na-

tional Democratic Party)という新党を結成してし` る。

しかし，彼らの動きは本論で後述する動きに比べると規

模が非常に小さなものであった。

（注3) この対 1・［は、ヴァヌアツ北部の出身のリニと

中部出身のソペのそれぞれの出身地域を踏まえて r南北

闘争」と呼ばれた。吉岡「場によって結びつく•,．．．,-222 

~223ペーシ。

また．この対1'.［に関する記述は，次のものにも見られ

る。野畑健太郎りゞヌアツ・政治」（石川榮吉・越智道

雄・小林泉・百々佑利f監修『オセアニアを知る事典J

平凡社 1990年） 221~2訟ページ。ここでは．リニとソ

ペの対叩こ象徴される VP内の政治家の出身地に基つく

対立が，英仏共同統治領時代の遺物として位置づけられ

ている，，しかし．本稿でも取り 1：げた多くの研究で指摘

されているように，英仏両国による共同統治は， VP内

の政治家の出身地の相違による対吃よりも，むしろ VP

とUMPに象徴される英語と仏語という司語による分

断を生み出したと理解する方が適切てある。また， iJJ稿

ではリニが仏語系との出述があるか， リニは本稿でも述

べたように英甜で教育を受けており，英語系とみなすへ

きであろう。

（注4) カルポカスはエファテの北部沖合いに浮かふ

レレパ(Lelepa)島の賓チリアとソコマヌは首都近郊0)

メレ (Mele)集活の，コールマンはやはり酋都近郊のエ

ラコール(Erakor)集落0)，ソペは竹都(})沖合いに浮か

ぷイフィラ (Ifira)島の出身である。

（注5) この当時の国会の全議席数は46てあり。不i,i

任案は反リニ・グループの19人と野党の 5人のH24人の

仕成で可決されたぐ

（注6) H. Van Trease, "The Election," in Mela-

nesian Polilii's..., ed. Van Trease, pp. 151-157. 

（注7) 1991年の選挙の際に首都住民0)話題をさらっ

たのかUMPO)これらの大胆な公約であり，選挙後発足

したコールマン政権は曲かりなりにもこれらの公約を実

現した。

（注8) Vanuatu Weekly, July 17, 19!:l3. 

（注9) Vanuatu Weekly, August 28, 1993. 

（注10) Vanuatu Weekly, May 28, 1994. 

（注11) FMPは、 1970年代後半にフランス系のプロ

テスタント宗派である ELP(Eglise Libre Protestante) 

を母体として結成された政党である。主にマレクラ島北

部とサント島南部に支持者を擁し、サントの暴動におい

てはMAXHとともにナグリアメルを支援した。 FMP

については次の研究を参照。 J Thyna, "The Fren 

Melanesian Pati,''in Melanesum Politics.,., ed. 

Van Trease. 

（注12) Vanuatu Weekly, Dec.3, 1995, 

（注13) Van叩 tuWeekly, Feb.24, 1996, 

（注14) Vanuatu Weekly, Feb.IO, 1996. 

（注15) ボホール政権の12人の閣僚の内訳は， トンゴ

ア出身の議員が3人，ペンテコスト，マレク元タンナ

(Tanna)が各2人で，そのほかバンクス，サント，アン

プリム(Ambrym)か各1人である。この中でも，小島

であるトンゴアからかつてない3人もの閣僚が生まれた

ことか，ホホール政権の偏った人事の焦点とされて巷て

は語られにたたし、実際には，このトンゴア出身の議

且たちの 1人は NUP, 2人は UMPとその所属する政

党を異にし，選挙区についてみても， UMPのうちの一

方はホートヴィラ選学区から立候補しているため， トン

コアの選挙区を地盤とする他の2人のトンゴア出身叫il

僚とは立場を異にするc

（注16) Van Trease, "The Election," p, 131 

Utl7) これは彎 トンゴア島におけるUM!)の選挙キ

ャンペーンを見聞した情報に基づく，、次節(i主り）も参照ぐ

II トンゴア島における政治をめぐる

状況

1. トンゴア島の概観

本項て対象として取り上けるトンコア島は，

首都のあるエファテ島の北約80キロに位閥する。

島の面積は 42平方キロメートルと小さし屯ヽ彎

1989年の人口統計によれば2465人というかなり

高密度の人口を擁する。人々は14の集落に分散
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して居住し（表 1)，半ば自給自足的な生活を 長老派の信徒であった。この後，今世紀半ばに

営んでいる。かつては現金収入を目的としたコ 入るとセプンズデイ・アドベンティスト (Seven-

プラの生産が盛んであったが，市場価格の下落 th Day Adventist.以下SDAと表記）派がルパ

に伴って下火となり，現在では首都などに移住 レア集落を拠点として布教活動をはじめた。現

したり出稼ぎに出る人々が多い。 在，同派は同集落をはじめ，ラヴェンガ，グル

トンゴアには，日常語のナマクラ (Namakura) マンベイ，プラウ集落に信徒を持つ。このほか

とナカナマンガ (Nakanamanga)という二つの に，長老派から分離した改革 (Revival)派が，

言語がある。ナマクラは表1に示したようにボ メリウやマンガリスなどを中心とした集落に信

ンガボンガからマタンギまでの 6集落で，ナカ 徒を擁する旧 2)0

ナマンガはプラウからパニタまでの8集落で使 トンゴアにはかつて長老派のミッション・ス

用されている。ただし，双方のは語には共通の クールが各集落に 1つずつあり，サントにある

語彙が多く，かなりの数の人々が双方の言語を 長老派の神学校で教育を受けたヴァヌアツ人教

理解することができる。そのほかに，ほぼ全て 師か英語とナマクラ，ナカナマンガでf供たち

のトンゴア島民が公用語の一つとなっているビ の教育を行っていた。これが1960年代に人る

スラマ (Bislama)語を使うことができ．さらに と，仏植民地政府がパニタ，マンガリス，イタ

若年層は学校教育の場で使われている英語と仏 クマ，ペレ集落に仏語で教育を行う小学校を創

語どちらかの言語を理解することができる(itll9， 設し，また英植民地政府も，長老派のミッショ

トンゴアで最大の伯徒数を擁するキリスト教 ン・スクールを同派に代わって運営するように

宗派は長老派である。同派は前世紀末から今世 なった。

紀初頭にかけてトンゴアに古穿教師を送り込み， こうした状況を経た現在， トンコアには仏語

他の宗派に先駆けて布教活動を行った。このた で教育を行っている小学校がイタクマ，ペレ，

め．今世紀前半までは，全てのトンゴア島民が マンガリスにあり．英語で教育を行っている小

表1 トンゴアのナマクラとナカナマンガを日常語とする各集落の人口

梨落名 r| 入；591 ' 集訟
人11

ゞっ—

ナマクラ ナカナマンガ

ボンガボンガ (Bongabonga) プラウ (Purau) 172 

メリウ (Meriu) 161 クルマンベイ (Kurumambwe) 189 

マンガリス (Mangarisu) 216 ウォラフィウ (Worafiu) 154 

エウタ (Euta) 217 ペレ (Pele) 169 

イタクマ (Itakuma) 166 ルパレア (Lupalea) 105 

マタンギ (Matangi) I 312 ラヴェンガ (Ravenga) 42 

ルンブクティ (Lumbukuti) 296 

バニタ (Panita) 207 

（出所） 各染洛の人[Iは 1989年の人口統計に且づく，
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学校がエウタ，ペレ，マンガリス，ルンブクテ

ィ，ボンガポンガにある。さらにルパレアには

SDAのミッション・スクールで英語系の小学

校がある(it3)o 

このような背景から，現在40代の人々を境と

して，それより上の世代の人々は主に各集落に

あった長老派のミッション・スクールで，それ

より下の世代の人々は1960年代以降新たに導入

された仏語系の学校を含む政府の学校で，それ

ぞれ教育を受けている。

2. 島における党組織のメンパーたち

トンゴアは，その南に点在するトンカリキ

(Tongariki)，プニンガ (Buninga)，エマエ (Emae),

マキラ (Makira)，マタソ (Mataso)としヽったシ

ェパード (Shepherd)諸島の島々とともにトンゴ

ア・シェパード選挙区を構成する。シェパード

諸島の人々もトンゴアの人々と同じナマクラと

ナカナマンガを話し， トンゴアとシェパード諸

島に居住する人々は，自らの地域を共通の文化

を有する→“ーベつの文化圏とみなしている。国会議

員選挙の際には，この地域の人々は自らの選挙

区から立候補した候補者の中から 1名を選んで

投猥する。

トンゴア・シェパード選挙区の定員は2人で

あり．最多得票のt位 2人か当選者となる Q

1995年の選挙には， NUPから 2人，統一戦線

とUMPから各 1人が立候補した。 NUPの2

人はエマエ島とトンゴア島，統一戦線の候補は

エマエ島， UMPの候補はプニンガ島の出身者

であった。選挙の結果，当選した0)はトンゴア

はルパレア集落出身で閣僚経験もある NUPO) 

ロベルト・カリエ・デイビット (RobertKarie 

David)と，ブニンガ島出身で新顔の UMPO)シ

ョン・リー・ソロモン (JohnLee Solomon)であ

"‘’’‘’̀’’”“'9,’’’"’’’’’”’’̀‘̀’’, m、,99991,＂’’̀’̀’’, 9̀’̀’’̀’’’'勺，’̀＇’'9,，研究ノート，9＇“̀’’,9’’’’'”’’’‘’’’̀’’,．，’’’’’’’”’’”’’ 

った。この 2人はその後発足したボホール政権

において，やはりトンゴア出身でポートヴィラ

選挙区から当選した UMPのウィリー・ジミー

(Willy Jimmy)とともに閣僚入りする。

国会議員選挙に加えて，州議会議員選挙も，

トンゴアの人々がかかわる選挙のひとつとして

挙けておかねはならない。州 (province)制度は

第 1次コールマン政権における地方分権化政策

の一環として1994年に導入された新しい制度で，

トンゴアはシェパード諸島，ェファテ島，工ヒ

島とともにシェファ（Sheefa)州を構成する Ii£!¥

シェフア州議会議員の定員は25人で，議員は 4

年に 1度の選挙で選はれる。新制度導入後初め

てとなった1994年の選挙では， 19人の統一戦線

の候補が当選を果たし，残る 6人を UMPとN

UP O)候補が占めた。 トンゴア出身の議員は 3

人おり， 2人が統一戦線， 1人か NUPである。

以いこ述べたように，国会と州議会にトンゴ

アから議員を送り込んでいるのは，現在のとこ

ろ統一戦線， UMP,NUPの3党である。

この党は，いずれも島内に党の地方組織であ

る地区委員会 (areacommittee)を有する。地区

委員会は，表2に示したような議長，幹事，収

人役などの幹部級の役職者と、通常サプコミッ

ティー (sub-committee)と呼はれる委員で構成さ

れている。サプコミッティーは各集落に数人お

かれ，各々の集落での選挙キャンペーンや選挙

資金を集めるためのバサーなどを企画するほか，

各集洛における票読みや票固めを行う。各党と

も地lメ：委員会は年に数回会議を行っており，そ

こでは地区委員会内の役職に関する人事が決め

られるほか，各党が年に 1度ずつ行っている全

国党大会に向けてのコンセンサスづくりが行わ

れるなお，これらの役職者には，地区委H会
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表2 トンゴア島における各党の役職につく者

-！五五訂奴職 rて--

、、

―"  

l I NUP:議長 (chairman)

2 幹事 (secretary)

3 コミッサー (commissa

4

5

6

 

コ`ミッサー (commissa

コ‘ ミッサー (commissa

コヽミッサー (commissa

教育言語 年齢 宗教 出身集落

英語 40+ 長老派 ルンプクティ

英語 50+ 長老派 パニタ

r) 英語 50+ 長老派 グルマンベイ

r) 英語 40+ 長老派 エウタ

r) 英語 40+ SDA ルパレア

r) 英語 50+ 長老派 ルンプクティ

英語 30+ 長老派 パニタ

英語 30+ 長老派 ウォラフィウ

英語 30+ 長老派 グルマンベイ

革、珀nn 29 長老派 エウタ

美語 28 長老派 ペレ

仏語 40+ 長老派 エウタ

英語 28 長老派 ルンプクティ

英語 27 長老派 グルマンベイ

仏語 40+ 長老派 ペレ

7 I U F:議長 (president)

8 i 幹事 (secretary)

9 収入役 (treasurer)

IO 州議会議員

11 州議会議員

ロ紅p9三―
15 収入役 (treasurer)

、、

（出所） 現地調在 (1995年11月）による。
（注） 表中の UFは統一戦線を指す。年齢は調査時点のもので， 40十は40歳代の意。また，
NUPには収人役のポストがないが，幹部級の役職であるコミッサーが分担して会計に関
する什事を行う C なお． NUP(1)州議会議員比表中の幹事にあたる者が兼任している。

の会議などの際にU本円にして数千円の諸手当

がつくほか，特に幹部級の役職者には全国党大

会に出席するための旅費が支給される。しかし，

党からの定期的なサラリーの支給はない。

さて．以下では，各党の島内組織で役職につ

いている人のうち，調在で把握することのでき

たサプコミッティー以外の役職者と州議会議員

について（表 2)、それぞれの政党の組織に参

加するに至った背景を各党ごとに見ていくこと

にしたい。なお．表中の役職者は全員男性であ

る。

まず NUPであるが，表2に示したように．

全員が英語系で，かつ40代以上の比較的年輩者

である。このことからも分かるように，表中の

SDAの｛言徒を除いて，彼らは長老派のミッシ

38 

ョン・スクールで教育を受けている。そして全

員が NUP以前の VP時代から， VPの島内活

動にサプコミッティーなどとしてかかわってき

た経験をもち，なかでも表の 6番は， VPの国

会議員として中央政界で1980年代前半に活躍し

ている，，彼らがVPに参加したのは， VPに自

らと同じ英語系で長老派信徒のリーダーが多く，

親近感を持ったためであるという。また， VP

とNUPが分裂した際に彼らが NUPに参加し

たのは．彼らの支持するトンゴア出身のデイビ

ッド議員がリニに同調して NUPに加わったた

めである。

NUP(/）メンパーは年齢層0)高い人が多いの

に対して，統一戦線のメンバーは比較的若い年

齢構成となっている。彼らのうち30代の 3人は．
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NUPのメンバーと同様， もともと VPの支持

者であった。しかし，彼らは VPの分裂に際し

て，リニ政権がトンゴアに全く利益をもたらさ

なかったことやリニの党運営の仕方が独裁的で

あったことなどから， リニ率いる NUPに加わ

らなかった（注5）。一方， 20代の州議会議員の2

人は，統一戦線が結成された1992年に加わった

比較的新しいメンバーである。彼らが NUPに

加わらずに統一戦線を選んだのは， 30代のメン

バーがあげた理由と，それに加えて NUPの党

組織には年輩者が多く，若者が党の組織の中枢

に人っていく余地はないと判断したからでもあ

る。また，彼らがUMPではなく統一戦線を選

択したのは，自らと同じ英語系で長老派信徒の

多い点に親近感をもったためであったという。

こうした観点から政党を選択しながら，若い彼

らは自らの党が政権を担ったときに中央政府の

役職に登用してもらい，現金収人を恒常的に確

保するという希望を密かに抱いているc

最後に UMPだが，同党の党組織の中枢メン

バーには，表からも分かるように英語で教育を

受けた人と仏語で教育をうけた人の双方が加わ

っている。この 4人のうち12番と14番の 2人は，

UMPの前身の UCNHの時からの支持者であ

る。彼らはトンゴアに1960年代に設置された仏

語系小学校の最初の卒業生であり，その後ポー

トヴィラやヴァヌアツ各地の仏語系小学校で教

鞭をとってきた経験をもつ。こうした経緯から，

彼らは当初から英植民地政府より仏植民地政府

にシンパシーをもち，仏語系ヴァヌアツ人寄り

の方針を打ち出していた UCNHの支持者とな

った。一方，別の 2人のメンバーは，これら古

参の UMP支持者とは異なり20代と若く，しか

も英語で教育を受けている。彼らは1991年の第

1次コールマン政権の発足とともに UMPに加

わり，それ以前は VPの支持者であった。 VP

から UMPに転じたのは，それまでの VP政権

がトンゴアに何ら利益をもたらさなかったこと

に失望したためである。 NUPではなく UMP

を選んだのは， NUPが地方と中央のいずれに

おいても年輩者を中心とした党運営を行ってい

て若者が入る余地が少ないのに対して， UMP

は言語の別に関係なく，若者でも能力があれば

積極的に政府や党中央組織の役職に登用してい

たためであった。この点は，政府や党中央組織

の役職を得ることで現金収入を確保したい彼ら

にとって，非常に魅力あるものに見えたという。

実際，後日表中の14番の男性は，ポホール政権

のある政務次官の秘書のポストに登用され，首

都で現金収入を得るという当面の目標を達成し

たのであった。これに対して，彼らが統一戦線

を選択しなかったのは，統一戦線がいくつかの

政党の寄り合い所帯的な色彩を有し，政権をと

るに至った UMPに比べて党の基盤が弱いと判

断したためであった。

以上， トンゴアにおける党組織のメンバーが

当該政党に加わるに至った背景についてみてき

た。一見して分かるとおり，彼らがそれぞれの

政党を選択していった背景は多様である。その

なかで， NUPゃ統一戦線のメンバー， UMPの

仏語で教育を受けたメンバーなどにおいては，

英語系と仏語系という言語のちがいを背景とし

て，それぞれVPの延長線上にある NUPや統

ー戦線を英語系， UMPを仏語系とみなす認識

の仕方がみられる。この点で，従来の英語系と

仏語系という言語に依拠した政党の二項対立的

区分は，依然として認めることができると考え

られる。
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しかし，他方で，特に統一戦線や UMPなど

の若fの党組織メンバーにおいては，年輩者が

組織の主要メンバーとなっている NUPと，若

者も組織の主要メンバーとなる可能性が開けて

いる統＾戦線や UMPというような，年齢層や

世代のちがいに依拠した認識の仕方もみられる

のである。彼らは，すでに述べたように， トン

ゴアに基盤をおいて生活を営んでいては到底不

"I能な，恒常的に現金収人を確保するという目

論見をもって党組織に参加している。そうした

彼らにとって，長老たちが居座る NUPでは目

的を達成することか1,riJ能にみえた。したがっ

て，若手も党の中央組織や政府の役職を得るチ

ャンスが柑対的に高い統一戦線や UMPが選択

の対象となったのである。彼らにとっては，英

語系と仏語系という己語によるlメ分と同等に，

あるいはそれ以上に，この年齢層や阻代の区分

が政党選択の決め手となったのであった。

3. 集落部に居住する人々

本項では， トンゴア島イタクマ集落を対象と

して取り Lげ，党組織のメンバー以外の人々の

政治へのかかわり方を見ていきたい。

イタクマ集落の人口は， 1989年の人口統計で

は166人である（表 l)が， 1995年5月の調査

時点では151人であった。人々は， 3人の改革

派伯徒を除いて，全員長老派の信徒である。

学校の使用言語（表では「子供の教育言語」と表

心などについて調べ．表3にまとめた"tb!。

表に示したように， 1995年の選挙で UMPに

投票したのは27人のうち16人と圧倒的に多く，

次いでNUPか7人，統一戦線が4人という具

合になっている。他の集落の住民からイタクマ

集落は UMP支持者が多いとみなされているが，

それはこの結果からも裏づけられよう。

こうした見方は，集落の近くに仏語系の小学

校があることと関連づけて説明されることか多

い。つまり，仏語で教育を受けた住民が多いた

め，イタクマ集落には UMP支持者が多いとい

うものである＼；い）。たしかに，例えば， UMP 

のイタクマ集落のサプコミッティーを務める表

の9番， 10番． 11番の 3人の男性にはこのこと

が当てはまる。すなわち，仏語で教育を受けた

彼らは， UMPを仏語系ヴァヌアツ人の代弁者

とみなして， これに投票したのだという。

しかし他方で，表3からは， UMPに投票し

た16人のうち半数の8人は英語で教育を受けて

いることが分かる。彼らは全て40代以上で，か

つて集落にあったミッション・スクールで教育

を受けた人々である。彼らはもともとは VPの

支持者であったが． VP政権時代にはトンゴア

島やイタクマ集落の利益につながる開発などが

全く導人されず． VPに失望して． 1980年代後

集落から500メートルほど離れたところに仏 半から徐々に，当時の二大勢力のうちのもう一

語系の小学校が，そして約2キロ離れたところ

に英語系の小学校があり，集落の子供たちはこ

の2つの小学校のいずれかで学んでいる。

さて，集落の人口のうち選挙権をもつ成人2

7人について， 1995年の選挙で投票した政党，

年齢，性，宗教，教育をうけた学校の使用；:;J"語

（表では 1教育目語→と表品），子供の通っている
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方の勢力であった UMPを支持するようになっ

たという。特に1991年の選挙キャンペーンでU

MPが掲げた公約は．集落内の多くの VPの支

持者たちを UMPへとひきつけた（注8）。そして，

その公約を第 1次コールマン政権で実現し，

1995年の選挙でのトンゴアにおけるキャンペー

ンでも， トンゴア各集落への電話の敷設や上水
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表3 イタクマ集落の人々の支持政党
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道の整備といった具体的なプランをぷした UM

Pを，彼らは再び投票の際の選択の対象とした

のである (ii:y)0 

“"一方，

の男性は NUPO)イタクマ集落におけるサブコ

NUPに投票した人のうち，表の17番

ミッティーである。

投梨した人は．

また，彼を含めて NUPに

これまでの選挙でも NUPの前

身である VPに投票してきたという。彼らか

1995年の選挙においても NUPに投票したのは，

NUPがトンゴア・シェパード選挙区で唯一の

トンゴア出身者であるデイビッド候補を擁して

おり，ベテラン議員の彼が再選を果たすことで

党内での権限が増し， 今度こそトンゴアに何ら

かの恩恵を与えてくれるたろうという期待があ

4 
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った。

また，統一戦線に投票した人々は， 1980年代

のVP政権のみならず， 1991年以降O)UMPが

加わった連立政権も集落に全く利益をもたらさ

なかったという認識と，新たな勢力である統一

戦線への期待があった。例えば，表の24番， 25

番はリニ政権時代の VP支持者であり， 26番の

男性はこれまでの選挙では UMPに投票してい

たというは10)0

以上，イタクマ集落0)主だった有権者の1995

年選挙における投票行動について述べた。すで

に述べたように， UMPに投票した16人の半数

が英語で教育を受け， NUPに投梨した 7人の

うち 3人が仏語で教育を受けていた。このこと

から，集落レベルでは，英語と仏語という教育

言語によって英語系の人は NUPに，仏語系の

人は UMPに投票するという具合に単純に整理

することはできないと結論することができる。

このことはさらに，表3の子供の教育言語に

ついてみても分かる。すなわち，集落の有権者

の多くが，例えば自らがUMP支持者だからと

いって仏語系の小学校だけに， NUP支持者だ

からといって英語系の小学校だけに子供たちを

通わせているわけではないのである。むしろ表

からは，調査対象者のうちの40％に廿たる人々

が，自らの子供たちを英仏双方の小学校に分け

て通わせる傾向にあることが分かる。この傾向

についてその理由を聞いてみると，人々は次の

ように答える。子供たちがそれぞれ英仏双方の

学校に行っていれば，万ーどちらかの言語で教

育を受けた者だけを優遇する偏った政権ができ

ても，複数いる子どもたちのうちの誰かが必ず

仕事を得ることができるからだ，とりtll)。こう

したことからも分かるように，集落の人々は，
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党組織に直接かかわっている少数を除くと，基

本的には英語と仏語という教育言語の区分に基

づいてその支持政党を決定しているとは一概に

はいえないのである。

では．彼らはどのようなモチベーションによ

って投票する政党を決めているのだろうかc ひ

とつ想定できるのは，親族関係である。つまり，

親族の誰かがある政党を支持しているため，自

分もその政党を支持するというものである。し

かし．これに反対の例は，すぐにいくらでもみ

つかる。例えば．前述のトンゴア出身のデイピ

ッド議員は NUPの党員であるが，彼の兄弟た

ちは UMP支持者である。彼らが支持政党を異

にするのは，兄弟間のさまざまな対立が原因で

あるという（注12!。また．統一戦線のトンゴア島

における党組織の議長をしている表2の7番の

男性は．兄弟たちがNUPを支持している。彼

がNUPの党首であるリニに批判的になって統

ー戦線支持にまわったのに対して，兄弟たちは

リニ支持を変えていないのである。このように．

実の兄弟同士という非常に近い親族関係におい

ても支持する政党を異にする例はいくらでもあ

る。

むしろ，これまでも各所で断片的に触れてき

たように，集落の人々は， トンゴア，あるいは

自分の住む集落に利益や恩恵をもたらす政党な

ら，たとえ英語系であろうと仏語系であろうと，

どの政党でもよいという前提で支持政党を選ん

でいると考えられる。ここでいう利益や恩恵と

は，具体的に例えばイタクマ集落の人々につい

ていえば．上水道の整備や道路の舗装．病院の

建設，電話の敷設などを含むHt13)。彼らはそう

した彼らの要求を満たしてくれる政党，あるい

は政治家を望んでいるのである。
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このことは，端的に次の例に表れている。は

からずも1995年の選挙後に発足したボホール政

権では， トンゴア・シェパード地域出身の3人

の議員が内閣人りした。これをみて人々は，支

持政党であると否とにかかわらず誰もが手放

しでこのことを喜んだ。なぜなら，閣僚という

かなりの権限をもった地位に自分の島および地

域の出身者が3人も入ったことで，それまで政

府の政策の恩恵にあずかってこなかったトンゴ

アにも変化が起きると人々は期待したからであ

る。しかし，ボホール政権は2カ月の短命に終

わり，これに続く第2次コールマン政権ではト

ンゴア出身者は 1人も閣僚のポストを得ること

ができなかった。そして，人々はこの事実に深

く落胆したのである。特に彼らの落胆ぶりは，

例えば， 1996年3月のとある祝日にマタンギ集

落で行われたミサの後の会話の中で，ボンガボ

ンガ集落のある長老が語った次のような言葉に

如実に現れている。

「今度の第2次コールマン政権には， トンゴ

ア・シェパード地域出身の閣僚が1人も入って

いない。したがって，今度の政権下で，われわ

れマン・トンゴア (manTongoa、トンゴア島民

の慈）の声が反映されるかどうかとても心配だぐ

それに比べて，エファテからは 3人ものマン・

エファテが内閣入りしている（注14)。 トンゴアは，

これまでと同じように，今後4年の間に政府の

政策から無視されてしまうのではないだろうか。

そう思うと，わが島の行く末がとても心配だ。」

人々は，英語系，仏語系の政党にかかわらず，

トンゴア島，さらにいえば自らの集落に恩恵を

もたらしてくれる状況を期待し，また模索して

いる。この点で，彼らは，同じトンゴア島に居

住しながら党組織に祖接かかわっている人々と，

政治への関わり方を異にする。

党組織の特に若手のメンバーたちは，現金収

入を得るという個人的な目論見を達成するため

に積極的に党組織に参加していた。そして，そ

うした目論見を達成することのできる政党を選

択するうえで，彼らは年齢層や世代の区分，英

語と仏語の区分などを目安にしていたのであっ

た。しかし，彼らのように直接政党の末端組織

に関わりを持たない集落0)大半の人々は，例え

ばペンテコストに飛行場や中等学校を建設した

リニのように，自らの出身地に多大な利益をも

たらす強力な指導者の出現を期待しているので

ある。彼らにとって，そうした指導者が英語系

であろうとなかろうと，年をとっていようとい

まいと，基本的に問題ではない。しかし，そう

した中央政府と地方を結ぶ太いパイプラインの

如き強烈なイニシアチプをとれる政治家は，不

幸にして現在までのところトンゴアには現われ

ていない田15しボホール政権でかつてない 3人

のトンゴア・シェパード地域出身の閣僚が生ま

れ，人々には明るい希望が見え始めていただけ

に，その直後の政変と閣僚人事は彼らを深い失

望の淵におとしめたのであった。

（注1) ピスラマ語はパプアニューギニアやソロモン

諸島で使用されているピジン (Pidjin)語に相当する。

この言語は． 19世紀半ば以降人々が白人植民者や商人

たちと接触する過程で彼らとのコミュニケーションのた

めに作り出した1i語で，単語には英仏両語の語彙が相当

数用いられているが，文法は両語とは異なる独自の構造

をもつ。人々は，通常，異なる言語集団間のコミュニケ

ーションの際にこのピスラマ語を用いている。ピスラマ

点については臀次を参照。 T.Crowley, An Illustrated 

Bislama-English and English-Bislama Dictionary 

(Port Vila: University of the South Pacific, 1990) 

（注2) 改革派については，白川千尋「ある長老派教

会エルダーの活動・・・・・・」を参照。 なお， 長老派， SDA, 
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改革派の3宗派以外には，カトリックやペンテコスタル

(Pentecostal)などの宗派が独立後トンゴア島で布教活

動を始めているが，これらの宗派の信徒数は現在のとこ

ろ数十人に満たないc

（注3) かつて各集落にひとつずつあった長老派のミ

ッション・スクールは英植民地政府に引き継がれるとき

に統廃合され，現在の5校の英語系小学校へと至ってい

る。また， 1960年代の創設当時4校あった仏語系小学校

は，パニタの小学校が93年に台風の被害を受けて閉鎖さ

れたため，現在3校となっている。

（注4) 狙泣以来州制度が導人されるまでは．地方政

府 (LocalGovernment)が地方行政を行う組織として

存在した。この地方政府制度においては， t要な品々が
それぞれ単独で1つの地方政府の単位となっていた。例

えは，現在シェファ州を構成する島々についてみれば，

トンゴア島はシェパード諸島とともに 1つの地方政府を

溝成し，エファテ島とエピ島はそれぞれ単独てlつの地

方政府の単位となっていた。ちなみに，現在ヴァヌアッ

には，シェファ州を含めて 6つの州がある。

（注5) VPとNUPが分裂した際に， トンゴアでは

当時のVPの島における党組織の幹部のほとんど全員が

リニを支持して NUPに参加したディヒソドに追随し，

NUPに加わった。これに対して，党組織の幹部でない

若手たちはVPに留まり， VPが統一戦線に参加した時

もこれに加わった。こうしたトンゴアにおける VPとN

UPの分裂に関する動向については，次の研究にも簡単

な記述がある。’r.Pakoa et al., "Tongoa/Shepherds," 
in Melanesian Politics..., ed. Van Trease, pp. 346-

細

（注6) ヴァヌアツでは， 18歳以上が選挙権をもつ。

イタクマ集落では， 151人の人口のうち59人が選挙権を

有し，このうち男性は24人，女性は35人である。調査対

象者として選んだのは，さまざまな制約から23人の男性

と4人の女性という，かなり男性に偏ったも(})になった。

（注7) こうした指摘は，例えば次の研究にもみられ

る。 T.Pakoa et al., "Tongoa/Shepherds," pp. 343, 

345. 

（注8) UMPの1991年の選挙キャンペーンにおける

公約については，すでに前節で述ぺた。

（注9) 統一戦線,NUP, UMPは，この順番で1995

年11月にそれぞれイタクマ集落で集落(})人々を対象にし

た集会を開いた。 3党のこれらの集会を実際に見聞した

かざりでは， UMPが約2時間と最も集会の時間か長く，
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NUPが約鉛分と最も短かった。また．集会では，統一

戦線と NUPのキャンペーン・グループが，主に国政レ

ベルでの党の理念や政策方針の説明を行ったのに対して．

UMPはトンゴア島における開発や政策に関するプラン

の提示を行った。さらに．統一戦線と UMPは，それぞ

れ自らの党を若者を上体とした活力ある党であると位翼

づけていた。なお，どの党のキャンペーン・グループも，

自らの党を英語系のヴァヌアツ人，あるいは仏語系のヴ

ァヌアツ人の代表としてアピールしてはいなかったこと

をつけ加えておきたいc

（注10) なお，調査時点において，イタクマ集落に統

ー戦線のサプコミッティーはいなかった。

（注11) ペンテコスト島北部で調査を行った吉岡も，

これと同じような意見を同地の人々から聞いている。吉

岡＇場によって結びつく人々」 222ページ2

（注12) テイビッド議員とその兄弟たちは，かつて共

同でトラックを購入したり．彼らの出身地のルバレア集

落で雑貨屋を経営するなど，簡単な事業を行っていた。

しかし，その事業の利益をめぐる争いから，デイピッド

とそれ以外の兄弟たちとの間に対立が生した。その後，

彼がVPから国会議員に立候補した際に，他の兄弟たち

はテイピッドに対する反発から彼の所属する VPを支持

せず． UMPを支持するようになった。

（注13) トンゴアには、1レンプクティ集落に病院が1つ

あるか，イタクマ集落からはちょうど島の反対側となる

位置にあり．徒歩で2~3時間かかる。集落には車がな

いため急病や早産の際に人々は困難な状況に立たされ．

病状が悪化してしまったり．自宅で出産することになる

ケースも頻繁てはないがある。

（注14) エファテ出身の3人の議員とは，首相のコー

ルマン，副首相兼教育相のカルボカス，大蔵相のソペで

ある。

（注15) トンゴア出身のペテラン議員には，すでに挙

げたNUPのデイピッド議員と UMPのシミー議員がい

る。このうち，デイピッド議員はトンゴアに日本の青年

海外協力隊員を導入するなどしているか， インフラの整

備などの大規模な施策を実施していないため人々に対す

るアヒール度がいまひとつ弱い。また．ジミー議ははポ

ートウィラに生活の基盤を有し，ポートヴィラ選挙区か

ら当選しているため． トンゴア在住の人々は同議員を

「貞0)トンゴア島民」とみなしていない。
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おわりに

本稿では． ヴァヌアツの政治をめぐる状況に

ついて，国政レベルにおける政党の活動という

マクロのレベルと，地方の集落における人々の

投票行動を中心とするミクロのレベルから論述

を展開してきた。最後に，以ドではこれまでに

述べてきた議論を踏まえていくつかの結論と展

望を述べ，本稿を終えることにしたい。

ヴァヌアツの政治をめぐる状況は， 1980年の

独立以来16年を経て大きく変化してきている c

VPとUMPO)二大政党が政権を争っていた

1980年代に対して． 90年代に人ると． この二つ

の主軸政党から多くのクループか分裂し，小党

が乱立する状況となった。 こうした中て， すで

に指摘したように．分裂した諸政党とその母体

の政党に着目するならば， VPとそれから分裂

した MPP,NUP, PDPを英語系諸政党， UM

Pとそれから分裂したタン・ユニオン、 アンデ

ンらのグループを仏語系諸政党と一括すること

は依然としてnJ能であろう(〉 とりわけ VPの指

導者であったリニ率いる NUPなとは，国会議

員のレベルのみならず，島レヘル党組織のメン

バーにおいてもほとんどが英語で教育を受けて

おり，英語系ヴァヌアツ人の政党と性格つけさ

れるのも妥当といえる c したがって， ここにお

いては，従米の］英語系と仏語系」 という It語

に依拠した二→項対立的図式は現在でも適用する

ことができよう。

しかし他方て，小党か乱立する状況となった

現在， 1虫｛［後11年の長きにわたって政権を維持

してきた VPのように単独で政権を確保するこ

とは各党にとって困難になってきている。 こぅ

した状況の中で，例えば1991年の選挙以後に誕

生した歴代連立政権や統一戦線の結成の例に見

られるように，政権を獲得するという目的のた

めに` 占語の差異によって色分けされがちだっ

た諸政党か手を結ぷ例が頻出してきている。

また， かつての VPやUMPに比して小規模

なものとなっている現在の諸政党は、勢力を拡

大するために，従来の英語と仏語という言語の

差異による枠組みにとらわれずにさまざまな人

々をその中に取り込んでいこうとしている。

れは，例えば選挙の際に仏語系ヴァヌアツ人の

代表としてではなく， リベラリズムの旗手とし

て自らをアピ ルした UMPや，仏語で教育を

受けた官僚を党幹事長に登用したMPPの動き

などに貝体的に見ることができるこ したがって，

ここにおいては，従来の言語に依拠した二項対

立的図式は適用できなくなっているといえるの

である。

以上に述へたのは，政党政治というマクロな

レペルにおける動向である。ヘ・方， ミクロな島，

あるいは集落レベルの政治をめぐる状況につい

て，本稿ではさらに島における政党組織のメン

バーとそれ以外の人々に分けて議論を行った。

政党組織のメンバーについてみれば， ＿大政党

の時代から主要メンパーであった比較的年齢の

高い屑を中心とする人々に， 英語系と仏語系と

いう占語の区分に依拠した二項対立的図式を見

いだすことができる。

しかし，年齢の低い層においては，恒常的な

現金収入の確保という個人的な目論見を達成す

る上で障害となる年輩の主要メンバーの有無が，

政党を選択する際の目安となった。

らにおし只ては， 』語の差異よりも，

つまり，彼

むしろ年齢

層や世代の区分が屯要であったのである。 この
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点で，彼らにおいては，英語系と仏語系という

言語の区分に依拠した図式は当てはまらないと

いえる。

一方，政党の末端組織に組み込まれていない

集落の人々についてみれば，こうした二項対立

的図式はよりいっそう当てはまらない。彼らは，

トンゴア島，あるいは自分が住む集落に恩恵を

もたらしてくれる政治家の出現を切望している。

彼らにとって，そうした政治家が英語系であろ

うと仏語系であろうと，基本的に問題ではない。

ただ，自らの集落に多大な利益をもたらし，自

らの要求を満たしてくれる者であればよいので

ある。半ば自給自足的な生活を営んでいる彼ら

にとっては，自らの教育言語と彼らが選択する

政党や政治家の言語とは直接関係しない問題で

あり，この点で彼らは政治的に英語系でも仏語

系でもないのである。

このように，現在のヴァヌアツの政治をめぐ

る状況において，従来の英語系と仏語系という

己＾語に依拠した二項対守．的図式と現実の相との

間にはギャップが生じている。これは，マクロ

のレベルでは， 1980年代の二大政党時代とは異

なる小党乱立の状況が現出していること，そし

てミクロのレベルでは，集落部に居住する大半

の人々にとって，教育日語の差異が政治家や政

党から利益を得るうえでの決定因とはなってい

ないことに由来する。

こうしたなかで，特に政党政治のレベルでは，

ニ大政党の時代から小党乱立の時代へと状況が

変化し，これまでの言語の区分による図式では

こうした状況を分析できなくなりつつある。言

語にかわってどのような要因が浮上するか，ぃ

ましばらく静観してみる必要があろう。

また，上述の言語によるて項対立的図式と現
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実のギャップを受けて，より理論的な部分にお

いて取り組むべき課題が残されていることも指

摘しておく必要がある。それは，現実のさまざ

まな二項対立的要索（例えば本論の例では，マン

・エファテとそれ以外の人々，長老派と英国国教会，

年翡者と若者など）の中から特定の組み合わせ

がどのようにして選びとられ，認識の枠組みと

して浮かび上がってくるのか，また，この浮か

び上がってきた認識枠組みが逆にどのように現

実の相を規定していくのかという双方向的な過

程を明らかにすることである情 l）。これは，今

後ヴァヌアツの政治状況を理解していく上でも

不可欠の課題となろう。しかしながら，この課

題について論じるのは，後日に期すこととした

し入。

（注 1) この点については，例えば栗本が，民族紛争

に直面しながら生きるスーダンの人々に関する研究の中

で同様の指摘を行っている。栗本英世「民族紛争を生き

る人々 』世界思俎！社 1996年， 33~35ヘーシ。

〔付記〕 本稿の初稿脱稿後 (1996年7月），新

たに次のような政治的動向がみられた。 8月に

コールマン首相は．政権交替を画策したとして．

大蔵相のソペ (MPP党首）．農水相のブレコン

（タン・ユニオン党首），観光相のアルバート・

ラフティア (AlbertRavutia. FMP党首）らを

解任した。これを受けて，彼らか率いる MPP,

タン・ユニオン， FMPの3党は，野党側の UM

Pホポール・グループおよびNUPとともに．コ

ールマン首相に対する不信任案を国会に提出し

た。同案は． 9月30日に賛成多数で可決され，

ボホールが首相の座に返り咲いた。この政変の

後も，政権に復帰したポホールらのグループと．

政権を追われたアンデンらのグループに分裂し

ている UMPは，依然としてそのままの状態を

保っている。また．他の政党においても，この
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政変の中で，党の分裂や統合などの新たな動き 道智瀾先生，神戸大学国際文化学部の吉岡政徳

はみられなかった。 先生，元青年海外協力隊員の森喜代さんには，

〔謝辞〕 本稿は，多くの方々のご協力があっ

て初めて形にすることができましたのとりわけ，

私を暖かく迎え入れてくださったトンゴア島お

よびイタクマ集落の皆さま，本稿執筆の際に貴

重なご助言をいただいた国吃民族学博物館の秋

ここに記して深謝の意を表します。なお， 1995

年から96年にかけてのトンゴア島での調査は，

大和銀行アジア・オセアニア財団の平成 7年度

国際交流活動助成によって可能となりました。

（総合研究大学院大学文化科学研究科）
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